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りのす査 施
轄

と域所 方 も象区、

河

るで家

町町町な内法
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町
市日平門新静三

町町町町町

村

高取別冠

名町

第

実実実

家のる
馬ず１２

施 伝有成施施

畜所。平

すす 染者

区区

病に年のるる

目 予対

的のの

防し月域域

法、
当日市

号

海
北

告
道

検検

示 査査

第 はは
、、
所全

号

家を
轄血

二 昭 養該

月 和 法馬

二 にに

十 年 よつ

日

馬
第、

律 。て
法 るい

伝
号金

第
性 ）

染

曜

同畜殖保

家繁畜

血 ５
貧

に生

種用衛

のの健

同同

範てが

びし長

及供所

類

日

種る

軽す

る定

囲い指

平同同同同同

馬

当保成

該健
６

に所月

間生１

期衛年
めら

て定か

いの日

お長
所
轄る
家日日

伝名

和馬馬村実

昭該町

に

実
施 法い性び

年つ染及

馬炎の

第、宮施

律て子

の 伝の期
予期 第

性生 ）
染発日 号

健る
保い

畜用

宮防 ５
子

が急
長痢

所白
生な

衛ひ
日応

る反
す集

定凝
指速

条日

規
た の

の 項
防 １

予 第
の

、
を り
査 よ
検 に
の 定
め

及

及時

こ と
る の
け 次
受

家

疫で

・所

床場

臨び

び

が

染員

感疫

に防

的畜

学

で

畜ま

そう

お行

の

）

予め １
のた日 第

炎の 条

道 定
た海 規
の北 の

防 項
、
査 り
検事 よ
の知 に
め

時法

る と
け の
受 次
を堀

家
で

所。
場る

びよ
及に

り
と お

う
行
が
員
疫
防
畜

２締
該ず
命 当
を

北

漁第結区 海

３の平 道

項申成

業
告災
の込 示害
規み年域 第補
定に 償
につ月

に
る
あ
の
れ。

北

漁つ 海

い平 道

て成

船 に

告損 よ

、 示害 る

同年 第等 。

法 補
第月

３４

施馬検検

浦様え実競実
ののはは

りの場査査 施

家 方 も象き、、

河似対

也 当
と り
こ達 お

とゅ所

市日平門新静三

該命
を

２

。

村

高取別冠内石

町
る
すす 施施施

実実実

１

法 域域 目区区

のる

区 よい 号

出同

和届、

昭るて日

法あ第

年が法

律っ
次条 第た
第 の

規 及 第の 域 ）項 区 号２

償
号法

日 条
１ 和第 昭
項

に 第
定 律

規 法
の 年

よ

う法轄畜

意 第
同 ）

る 号

畜染

る舎家伝

町町町な

予

同同同畜入保病

家に
う生法

種ゅ衛防

のき健
規

び定長行

及予所施

類

定

囲馬指則

範のが

同

名町町町町町町

す昭

平同同同同

当保成

該健
３

に所月

間生３

期衛年
めら

て定か

いの日

お長

名
馬村実
町
市
的のの

所

血施
貧実
施 性び

染及
伝

予
生日

発期の のの

び定
係る ５によ 第分に 条区

海 が お特北 意 にる同 項

あ い定

一 っ て第道

〇 た 準２知

九

る業堀 の す漁も 用号事

者と

が
３の

第も
２た

のっ
条あ

知 規め道 の認海 項と北

る和

り

堀 よ
に。事 定る

日
所令

場省
び林
及農
時年

で第
家

が条
員９

疫第
防）

畜号

轄る
で

畜ま

家日日

）

知
道

海
北

め日

た
の
防期

る 第共め 法の認 同

堀
事

済達 。 契

達 川
鵡

、

のの分

約也 条

。め
う定

行に

区

也 入
加

也
達

法
方
る



海
北
道 え

告 場保た解置

示 所安目い

第 除 林的次て

との縦

し図覧 の号

指は供

て」に

北 海

２

場保た解い解

置

所安目て除

との覧定

除 林的次縦予
林

て」供安 の し図に保

指はす

道 公 報

法１ 北

農律 海

林第平 道

成解 水 告

除 産 示

大年予 号 第

定 ） 臣第 か月保
安 ら 号 外
海、日林 条

第

度

海付

別野

度外北 外北
海緯度海緯度

号

湾
室

根
平中
成部
十
四
年度 北

十緯度

由略。

さ省る

定、す 理

源水の

水用そ
、

し）

れ

北

ん地を

か用面

の路図

、るの 理

土道
び海

養及

れ由略）在

さ省。所

定
源ムの良

水ダそ富

、
し

とを

か地面市

の用図野

ん

た道林

る海有

養す北国

在 定 成の所 規 造次の の

三 る ）によ 場うに 漁よ

い林市 知 お安笠 通 に保

てのが

林 た 業定有 っ 操指国 あ

る解。 。 すを

造 分分 造

東

東東 成度分成度分

東漁 経経 漁
場分経場分経

）東 ）東度度 に経 度度 に経

お お分分 い

の てて のの 度分度分 い

の各各 操

、 業業 点点 分点分点 操

北点北 すす をを の、の

次 、緯、緯 るる 順順 点

次

二分

月東 度分

二東経

十分経

日東度
度 経

分
の
の 度分
各 金

を の、
点 分点

曜

改産
地水 次 、緯

順 点北

地山
用治

業部
事務

良林
め良
た富
るび
す及
と課

図

林の

産次

め水。

市
野

分

課部

山す

治示

部に

務

）

市。

笠る

三限

びに

及

てる図

たすの

ほ除次

役

で海す

け定北示

貝予に
に

漁る知分

網あ道部

た

林。

森堀る

、限

業旨事

ほほ

法）

北 にに 北た

てて 結結 緯度緯度 た

んん 貝

東 けけ だだ 度分度分 貝

東線線 た

網網 にに 分経分経 た

東 よよ 東漁 漁経 業度業度 りり 経

囲囲
の れれ

度分度分 まま

の

の及 海海

分点分点 たた

の及

日

に 北

結 緯度
ん
東
だ 度分
線
に 分経
よ 東
度り 経

囲
のれ

度分ま

備
に
所
役

の及海

分点た

ズョ

会中株小北寺アシ

村会橋製澤マン

社式陽

ポ

勝北信株道ー

社紙コ

に
所

利興治会夫レ

豊式

小小東山株装藤丸

え
備

本中

業沢実式工三

工中

設社村

村建沢建口会業
ニ子

株久株拓サ光硝

設
進会志会宏ー男株

式式

也

和
昭達

日ジ道喜ブズ破開有

年

管本会

本ニ株ロ株算限

ー会財社

テア式井ワ式

ン社ル社人英共

レリ会
北博ー幸設

ムグホ進

コ

北、北

点び点び 域域
エ

、
北緯北緯
号 号緯 緯

ラマ

商代株イ山プヤ小

会社浦イ株山 表 号式フ
朗ッ会勝

は社メ式 者
又

ス繁 氏 称ーク社

の 名ノ

、北
点び域

及マ彦

北緯
号 緯

業業成

設設平

建建
の

法の
許年

昭可

－東５札９

業社ー

を月

１

－幌１京－幌－

１札

市 １市都
区東

５区央区

－南中東

座来

沿銀雁

川

社美式
石般石般石般石

幌

３札－札西札５札

社

幌－ －幌９幌

西中白白

２市市市２市

菊川

発区区区

区央石石

石般石般

６６水北

寒北

２札

ン海ム備
石般石般

札 札

北東

市市２市

幌幌－幌

北新北

区区区

東
７川

ラコ

般石般石般

東西東

幌４

主の札西札条

び名
た幌

東２ る所
市－市－

中

区

１１

南古 業区伏 在 営央

和

建許般石般石

所地

取
。
第た

律し
法消

年り日

第
）
号

第－第・第－第

第
条

９ 特
－
号号 号号

第－

業
廃

具部

建全同同

９

第－第・第－
９ 特
－
号号

装部

一建全一塗一

号号
廃、廃廃、廃

部築部部

第－

工水

業大業業防業

９

・第－

特
－
号号

設可－第・第

同同同

特 の９

－ 番 業号

海申許一土全 北
の号号

区取廃廃 道請可部木部

び種
及業 事分消業業 知

り
よ

に
定

規
の

項
１

堀

一、

一廃

〇

同同同

届
の

等
業

同同同同 同同同

分成

処平同

達年
月 也
日 次

た
っ

あ
の

出



会野

限限

廣有櫛有装大

部会引

平 社社

成 武櫛み順

十 引ど

四 士組章り市

年 塗

十

北 海

式

清川東社棟株工二株

サ方会柳会

算栄式業本
光

シ丸千陽

ッ社社

人島

設

勲式弘北子電

株信恵

会恵

道 公 報

河株ロ荒有ア小有松有

会本会

式ー限小笠限限

原社社

合会ド田会笠原

島

淳テ陽イ幸松川

社社

ノ史テ助建清建

クン本

・リ設築

茲

第

限

道細太会田株伊有業

川都並会藤会

央平社式

好開北藏カ

穀市社社

糧

株稔建吉イ

式発英ワ

株
社式設産

会信

号

株楠
業

山産本
和

下大坂
社

博会雄
式

幸

二 －奥深月 尻川二 町市十 字北日

－
２

尻町

奥光

金

檜般檜般空曜 第－第－第

函９江 同

館－差
が 桔道南

西中字

市１町

般渡般

町目７

丁丘 梗２

９

第－第－第－

渡般渡

－１内館

札６福－知函

北字美

町 市２町市

島 幌

－ 島 北町５ 福 区元原

字

６

３ 西

－第－

般石般渡般渡般
９

－第－第
９

－

札島札西札中札２

９

通市２

幌１幌６幌央幌

中豊６清

市－市市

豊
区区区１区

平央平－田
般石

の５寒塚

中北月里

－第－第

般石般石般石

－第－第

札条
幌

寒
発

区
西

市
－第

般石

日

業
廃
気部
電全同

号 号号
同同

部工部

同一大一

号号号

同同同

業業

廃廃

号 号

築部部

一建一管全同

号

同同同

業業業

廃廃廃

部
同

号号

築

一建全一管一建

号号
業

廃廃廃廃

部築部部部

同同同同

業業業

廃、器

部木械

一土機
号

成
平

、
築
業建具

士協式

冨社新日斉株井
井

舗備社

新妻設藤会添

会雄組勇

株式添

道株允

式寛

式

有工木株土株五株澤

田会嵐会田

限業式式十
西技壽

社社社社

会村会

工子

村部尾建美

木阿一

建繁建吉建勇

砕

有大株樋株工村遠柳

口会田工浦

限久式式業
村正株

社社社業

会保会

会勝

和ス田式

忠利ベ克

土男コ夫重克

ッ鈴恵会佐有店伊株大

藤会藤会山

ク北社限式

博伊金大正

ク社社

木テ

士工貞組水

ス藤山

孝ノ
夫株

店好会

限事式

有工三株
明ミ

好ズ

三光イ

社社

会

２寄

帯－帯－足

会社

電

６

東西北

市市町

広１広

３

般十

８３

南南１

条条条

音－

装設設業

般十般十

斜雄 北

里武更５
町

と字字柳

市町町町

見

区

田倉武南

ん豊雄

西

４ 町

建社

般網特網特網特十

遠

建
旭－旭条苫

別
字 町 市市町

前 川４川６

２栖浜 古 場鷹北 字 台東

丹 条東
上般上般留般留

４３別

－砂１旭－旭－

式務

般

豊

市市市

１川川９川２

沼広岡

豊末

町４
般上般上

－４３

１条条

字

市
平
赤同

機テ
空般空

－平 ４

赤 町
泉

２

－第－第－第

般空般

９
号号

園部械部

一造一機全

号
部一 廃廃器廃一 業業具業一

－第－第－第－第
９

号号号

第－第－第
同同同同

号

－第－

９

号号

部木部

同一土全同

号号

第－第

装
業舗業

廃、廃

第－第－
９

部

一管一大全

号号号号

－

業業業

廃廃廃

部部工

－第
９

廃

部気防部

一電消全

号

同同同

、
業信業

廃通

同同同同 同同同同 同同同 同同



路戸

の道道路置

そ

１２

図種路子

係のの訓

関路
、見

は名北

面類線府 線

北道区名線

、

北 海

更 北

道し 海

、 道

同
路 和

告

条 寒法
示

第 第

２
昭 鷹

和
項 栖

の 号

規
年 線

道 公 報

成路路

平道道路三

１２
のの和

類線

年種路線剣
淵

、名線

月名

日道区

第

第 北

札 海 エ中合場桶

幌 道

開号 フ資

告

発） 釧野会谷

示

建第 路社

第 株岩桶

設条 式谷

部に 会夫鉄聡

長 号

かお 社工

号

会部タ

限ヨ

有阿ト

平社エ

成建政ル
十輝ア
四廣ン
年ド
十

建び区常常

道及

海道域

置置

部覧郡郡

設縦呂呂
字

整町町

路所戸戸

道場

及戸戸

課置置

備字

び

番

よ
第 上上に

律定
法

番 次

川川
郡郡り

の 第

寒寒路 ） 和和道 号

町町
字字供

開 １

笠笠を 第

三三用 条
始 項

上上

道域

４１す の 番番

剣剣

縦郡郡

び川川

及区

南
字字

所町町

場淵淵

覧

い

村村
兵兵

淵淵
剣剣

南

て ら
、 ４釧

知す の ３市用 次 －路準
公 ２法 り 町同 お 人る と
共 －第

第２ の 釧般釧第 量条 測
項 実 第－

二帯－釧 月路 広 二市市 十西星 日が

１通

南大

条浦

金

般十般 曜－第－

ま か

覧先 先

縦地 地

の１

て
い
置
え
備
に
所で ら

場
。 定 地地る 規

示
告
、間

、
り らで

よ かま

に 先先

の 前後次
を

域
区

の
路

道

番 番
間らで

かま
先先
地地

５

施

後前後 前
更
変

の 号が
た 同よ しに 了定 終 号規

法あ 量が 測知 、通 旨る
た
っ

和。 同昭

日

廃、廃

部装部

一舗全
号

更

の変

成
平同

渫
業浚業

敷
別
の

ら後前 か前

日

地
の

変
り

お
と

員らで
かま 幅

２
週

で、成

まかまかま間平

でらでら

一
般年
の
縦月

敷
別
の

地
の

員らでら

かまか 幅
延

年
法
律

更２ 北

道しそ週

３

海

たの間平 道

。関、成

路 作

告法 業

係一 示 地

図般年 第昭 域

面の 和

は縦月

類間
種期
業業
作作

１２

延
長

国一
道般
国 等道

覧
に日

。
る
す
供

間
区

複
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夫子

文良富修秀敏幸

田

同同同同

男吉雄尚一友

同同同同

二波廣久

月保

二瀬田

十
日

男基雄

達藤

金

曜

交同同

日

同厚同平

者
践

実
全

安
通

町町

別田真取

同登同虻 同同同斜置同苫同

市町

浜豊北

町町市
牧

里戸

小

払富見

山頓

苫初同稚猿

村市村町町市

別別

前内

良

同同同同同富同同
町

三森貝

市
川

同旭同

市
野

田好田沢

々
山佐渡玉藤

貞正徳祐政福

田木部根

中
美雄則松宏一一次

春

崎田

々
熊佐菅佐阿鈴柿

光喜英輝

谷木藤部木

光久子雄夫

二代

利敬正

木山寺奥鈴星今
夫郎治

三

森村本島谷木野野

笹

春孝登一郎

十
信五隆究

菅谷西村菅糠藤
武子六

淳

藤原口出田野谷原

佐

貞

小
治進澄徳雄功一稔

三

美勇雄

義芳

樫本林

富角

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同

一
一
六



１ 北

次 海

の平落 道

と成札リ 網

平 にー お 走

成 り年係ル 支

十 るマ 一 庁

四 般月物シ 告

年 品ン 競 示

十 争日等 第

北 海

寒糠室海

阿白根別同同

町町市町

道 公 報

市
路

同同釧同同同同同

第

更水

帯同同同同同音清

市町町

広

号

町町町

取石似

平同三様

二 入の

月 札名 号

二 に称以

十 よ及上

日 りび、

札量＝

落数

者
を

金

上 定以 決

曜

松曽増管佐渡

レ た、 し

支

富昭雅節

田根田野藤邊

政

庁 良恵夫稔和美

告

篠鈴平細
同同同同同同

藤田野木野矢

前宮伊菊

作

康時隆哲幸静栄

田崎

同同同

夫子男雄雄夫明

金北藤井永
同同同同同

寺森野澤上井

野

石小小

幸

一

雅勝宗信正利

田野

同同同

春正臣郎勝和清

平

樫小前大
同同同同同

生郎
佐一

俊三昭

野林川

交同同同

公夫

日

・ 網ン 道ガ 海ン 北イ 。

太レ
プ 長ス 庁圧 支低 走

ズ 田ノ
イ

示

用
兼 敏ル

者
践

実
全

安
通

次成

３平
）
型 夫

所開の
引月

び許油９

及発軽年

氏可
名年取

事１２

月税日

北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
網

区地許

計
了 走画
し年域域可 支

又のを

法
た 庁

。月は名受 告

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

２３４

方札札海る

手入

落平落落

減札成札氏住札

者金 圧を
弁決年の名所額

氏 付定
スし月名円

ー

ルホホ

ー水水

リ送送

税降

日免以

シスス

マー

番に効

び証無

及

支

平は。
てた

いし

号つと

医

庁
免

療成、

法

昭

生月油

明６軽

人年税

工称け 示和

日区た 第

に者 年

含の 号

第
律ま住

法

網網

桂桂 第

市市 ）

走走 号

町町

海

をの道事北北

４４ 条

告走を道道

決公網務海

庁当走走

し支担網網

定

示る庁北

手告す支市

た

織務条

第組総７

続

称計丁

名会３

号の部西

及緑神

及課目

トた
ー住株川

レ日日び産奈
原
社模

ー会相

ナ所式県
名

田
市

ン

番

、、

上＝＝

以
、

） ） ＝
上
以

公

事網か

理者

日用

会４使

長建ら

告

し

橋第失

指亡

本

一 －た

一 政５旨

七

１

丁丁 第

が
出

届

明号の

規

北－番 の

７１ 項

目目
７ 海
道号 定

次

支工 る

走１ よ

網第 に

び

行

太 発
開

長） の

庁区

ン
ガ
ン
イ

レ
、地

地
在

所

田 為

、
で
の

た
っ

あ

）
型

工

夫 る
す

敏 関
に

個

７３１

台台本本



２

が

納札の平を道

入次格
す行

にい成有

入参ず
すに北こ指

加れ年るう

該道。競

るも海と名

場
所者

北 海

１

成札調車調納

の平入

次

に達載達

と
お

す識す

り年付を標を入

す 一

物置物

般月るる装る期

事 競
争日項品品限

道 公 報

海
北
道
札
幌 券

木
土
現
業
所

第

免の
税種
証類券

記番
号
及

号

成
平

平
成年
十
四月

年
十

札

必す示入

に当告争

日

に

北内要る第

海指なこ
格。又す

道定資と号関
名

土平指

幌所はる

札場

を

木成

現

の

岩海さ

所北止

業年停

名基様平

札の３仕

入等

以称等成

下及
び年

説７

札量札月

入数入３
び

う北及

い書

と明日

」
。海

告
示 道

第

札

号 幌
土
木
現
業
所

び号
枚数
業種漁船

有
効
期
間

売路海

免販釧北

二
月
二
十
日

金

曜

な

出示い

沢告て

見道れ

にと

深号こ

所９い

張第

及る

所す

張定

出規。

川

様

）道仕

別の

当品

び物

木よ

施土に

実幌書

を札
佐

長
所

。業。

る現る

す

藤

告
示 町ル

者大ェ 証
業市シ 税

載
在丁油 記所１石

にの
び番会

さ及１式

地目株
社 れ名

路 税
免支北釧

た称号

日

購

北
長
庁
支
路

釧
道

海
北

管資

所の

張入

出
９

札札提提

て契要入入

っ

加加出出

札書参参

入約
作
効の込望期場

有成申希

７８

功

務 交交便便札

郵郵落財
則 付付にはの

規 等又者

６

方期る報定
第 よ電決

保和る入
と札交 以証入
北ろ明付

下札 金年こ説

保 を

道よの場

証 消納海に書

付名道庁

交支 証庁海

付

４５
札 札

札入入開開入

入入

の参 保 行札札札札に

執
北

３
利

勝

場場日場日加

札札

条道道

約海海

契北

要書者

示市土

を幌幌

項

札提、

入否のは限所

な

海海

限に平北北

に出次

道道

るよ成

。り

し定１幌幌

）所年札札
中木

たの月市土

者入

落参区業

を札日央現

入に方
入１ る第 法間札よ法条

平び休札項

並認規 国 の成日はの

民 場

になに の 所年びめ定

祝 で

いよ 日 交月

月。り に 付

定 関 す日

規る交

金 費

す るか日め

納 等る則。付所

の 税す

関

付 」こ第に

の とと

る海海

免 い。号す北北
札

、 。以事道道

除 う。
付 相幌幌

納 ）下項札

法 額務南木

方 当財市土
現 等 を規

金よ

所し
証

は 含則条業

す

日と

びう

及所時所時

海海成ににる

時北北平
同同者 道道
１。。、

札札年じじは
の

市土月そ

幌幌
中木

す中木

区業の

央現日者

企
南所

所区業

場央現
務
西総

条画

札加南所

課
務

目総
丁部

企 者申

務

す書西総

と込条画

るを

課

す務

出目総

。提丁部

予 る 。らかた

。
と
こ

る

年価 律 成翌定 法 平ら
３制 和 １月の 昭 年１格

月

で範 法 日まの 年 ８日限

除内 第 でを囲 律 ま
日くで

企

、 む」西所

曜。最 号

政 。と
第 のう目総

令 ）い丁画

。務

）部
務 の の

第総 条 分

課 ７ ５

第 北 当ら び 相か 及 に条
海 す

道 る

第前積

南所午見
も 条

た 議 西時っ 会
室

額
金

目約

丁分契
及
税

費
消

一
一
八

土価 規
、の に

日）低 ）
及るも

日を す
曜格 定 の

で 規 上

ま 務 以

条 財 額

定 入

の 則

税
費
消

方
地

び
札昭め



２

調凍調納納札の
入次

平 達結達にい

成

入入 を防を参ず

十 す止す加れ

四 る剤るすに

年 期場 物散物るも

十 品布品者該

北 海

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 室札

おこ用 蘭

りのを年に 土

付 一入受 木

般札け月 現す

競にる 業る 争係。日 所

道 公 報

名所のの細

ここ詳

アイ

及の札 在札札入

入入は

称地契行明

び執説

第

で約

る捨事当者契

アイ
る札あに

落額て業す落

金で金者る関

札をた者

定算額あ額とかす

決加

申事

にし）るをなをる

当たをか入っ

号

げ金

札掲札

開に入

そ号
札係

に入に

時る額 のの
他及る

お

二 等車等に当

月 のの限所必す

二 名湿仕要る

十 称式様なこ

日 等平北資と 及

成海格。 び

道 数
４札３蘭 、 量入年室 級

金

木 ×説月土

明 ４曜

入る事

に業 ）書日現

告

札調項 示

達 第

以は ５

下、 号

入
と月

」４
札年

い

に

約は書

。マ海

う日北

は、道

北郵電、公よ

室

番達す。

海便話調開る

道番蘭 札号号手る

土 幌続。
の 土木

止

木－－停

現現

等 － 業

業 所が
有 企北所

出を

た金も免札たし務

にはる担

っ額っ税書者

てて事

とす

は当落業記、こ当

す札。る

、該札者載落

額格ある決組

入金価で

後の

書にとるこ定織

札

るを。速名

に１すかと
か及

載未の問や称

記円
れの、ずにび

さ満でわ

２の税

、こ費

てび消

い

扱

定に取

規告の

に公等
札
格入

資る
るめい

す定
し関

有に
を

日

出
牧

。小 台る苫 １よ所

シ蘭

をケ室

）ラ道

所
張 る作現

すで木

施ュ土

実
政安

た
れ長

さ所

。成業

り

達
調藤

府

総道得

画海
告

線 務札る 内
示 部幌。

総市
南
区
課央
務中

西
条

見費在

た端入、消所

丁

等

額がに積税地

金数札

課

当る加っの

にあ参も

事 金きる契税 該とすた

者 の、は金業 額は者約

そ、額

の消ので
あ 分端費

る の

る
なす

金にか ５分 数税

反 た違 しに
の件

者条
い

は 務札 財入 、た 札し 入

６

無 則、 規

入保
下札 札金

開開入以証入
保 にを

札

康

加付 保証 消 参納 札札

５
る
す宏

関
に

番執

海話札入入

北電入

蘭の札札 室号行

道

場

４

目

土

査道
約 審海

アイウ契北

請請項 請を室
条 申申申

免 にの

類っ市 を 書行蘭

額係

税 相をる

すり税相業

切課に事 当

３

者か しる条

はの

と付、審 条 た当こ件こ

で調を一ア査 の の 者該

の 札 あ達証般かを ５ 入

効 第

る物明競ら申

と
。
各る
す 条

物

成有が該

平を道当

格
す行

金 費 北こ指調

年るう品

等 よる 証 場日の 税 しす

所時金とと
付 」 うこ

納

者

除 う る

免 い す。
の と

同同、

納 ） にには

、 。

。。の

方 当 じじそ

付 相

は 含 の

等 を 者

法 額

所

現及 －場日 木

び

所日所時 － 業

時 企
総北室木平

画
務海現成郵 内

送 線 部道郵業

室送所年に 総

蘭に企１よ 務

場

課市よ画月る

幸る総

提と町 す

のた幸 示 のの

先は所番

出き９ 場 時方
期法

、
海結

平申け郵北査
審号

書ば番道果

成請れ便

のら蘭申

年類な号室を
土請 月提な
出い－木者

の 、 こ品し争ウ請 ２ は

でな 規 地 とにた入まし

で参にけ 定 方 。関者札

よ 治 、あ加定れ に 自 し

格るな る 法 迅る資めば

行 なとのとら 条 施 速こ

ろい 付 令 ア。審こな 件
一

フ査

り 競 和 ーよ 般 昭 タに。

サ

争は

道。競又

海と名達
にと

第札れ

示入こ

告

類

はるの

又す等

号関同
を品

成名似

平指

も

政 。 積

、 む 見

年停等

た

第 の っ

令 ）
契
金の の
約条 分

一 額７ ５

一 及 に

九

る
税海 す

費北 当
消び 相

合部は

町場務日合

及道

、務後必

番は総午、

９
便）時）

号郵課１着

北番
道
海号分

室
蘭－
土
木

現に

現

日先。

業通 かの

る

平示北企す

ら指所知

よ道総。

成に海画
市総

１作蘭部

年り室務

し幸務

月成
で請番

ま申９

日た町課

ー、 争

書

で 令 スの 札 政 ビ２ 入 年

メ及 あ 第 ・
ンび る
の 号

下

ン掲 、 以

ナに で 。

テ
のる 札

スげ 入
加 」

制格 参 令

体資 に 政

れる

海さ係

北止に

がを

第な数

示い当

告て相

道

実

にと入

号こ納

９いの

物あ

るが

す等

定績

規。

の
方規 上
地務 以
び財 額

費入
消則 室

４道
所海
業北

税札昭 議土
会蘭

有 し と

な
し
出

提
を

類号

。

さる うう

備す よ い

整

第るう

てど す ）

れか と

証

入を

購と

のこ

品る

い 資明

の



．

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札入

続び及の札

に日び執説

お本契行明

北 海

約名所

事当者契

イアイ

関

者る札あに

業す落で

在 あ額とかす

で金者る

か入っ申事

るをなをる

道 公 報

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の
おに 札係し）

に定 入に
当 及るたを

第

っ

８９

札約 務 交交入

落財て契

則 者書 規札
効
第有 の作 付付
決成
な
入 条 定の 場方

号

と札

和る入
７

平年こ説

成北ろ明
十海に書
四道よの
年規る交
十則。付

い国約は書

て通は、に

使貨、公よ

用調開る

電す達す。

話る手る

番言続。

号語の

及停

び止

通等 －貨が
有

出を称地

免札たし務

－

こ当

事にはる担

税書者
載落とす北郵北

業記、

道

です札。る海便海

者

織室号室

ある決組道番

かと後の蘭蘭

るこ定

土 を。速名土

現

問や称木－木

わか及現

業 ずにび業

費額っ

てた び消金も

い
２て の税て

、っ 他こ
告の該札

には 公等当落
額格

定入 に取金価

規、

る書 めいにと

す札 定扱

格記 入円る

資に る１す

有さ に満で

を載 札未の

１札 方要 第

しれ 関の、

規る の限 項 所法法に否
。
に

海海話の） 定 北北電
室号所た よ

道道番場し

蘭蘭で者 り

室

交を 定 市土

付落 め

町現す札 た － 幸木

る者 予

－ ９業
二第に

月関

二号す

十。る

日

下項

以事

務
財

金

則
規

曜

と
」

り
得
る
。

線
内

費在企北企

、消所所所

総道総

積税地画海画

見

部蘭部

っの務室務

も等

務幸務

契税総市総

た課

額者９

金業課町課

約事

ので番

あ
る号

る数札

なた す端入

か 分

件あ参

者額 条がに

い金

違とす し当 にる加

のに

しは者 入金 反きる た該

入そ、 、の た、は 札額

財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

番所。と 定

無金に ５ 則

す 価 企

る 格
限 線 務制 内 総。 の

号画

の

部
総

範 務

の
低

最
で

内

課囲

日

第
）

。
う

い
第
ら
か
条

ま
条

、約行 のお
校な
学契履

免 の

員詳
職

税

相業

に事

行な導校

調内を

アイ

うお入内

達シ購

をス入

業、時 すテ済

係 に 第

るムみを務詳職

効額
相 とをる

各るすり税

す切課 条当

定１

。

調道

のお適平入

次なの

達立

札 と、用成

おこを

す校 付

りの受年を学 に

一入け

も
を

格
価

般札る月る校

海
北
道 ．

教
育
委
員
会

め
定
の
で

．

間所

象入
対は期場 を細

館北商北

た明
し説
と札

約海陵海業海

操書契北

説よ日道北道高道

作に

学見

明るか札高江等岩

学高校沢

を。ら幌等差

う成等校等、西

行平高

は操設

特イの構。細員

テーす入作置

定ンサ築

明に

務グバる札説校

役

クめ明等お

のレ、た説

て

様シラの書業い

仕ー
アッよ構

等ョイネに務

トワ。し

業ントる築

ン

特内

す

をクネ

等ーた

務

る 競に。

事

争係日定

入る役

達の構

札調項務
称に

以は名築

下

及係
量ス

札４数シ

入年びる
テ

」月
と
い日ム

教
育
長
告 道

示 教第

育

号 委
員
会
教

養、学北高 業

、道学

務年護北校海等

月校道北倶校

。３学海
、森海知、

等今高海

日北高道安北
学美

で道学金等道

ま海

、高

館、等校唄

函校高
海学

高海護北等

西北養

のッ

学八校道校

等道学

み及ー

済計ワ

設設ト

敷

関

内のび

校そ及

のびク

設
計連

にす
に

にく項

線づ事

配基る

。ラ海ン

うマ北イ

よ関

育レ

をシ教グ

）ケ道テ

す作員シ

施で委ー

実ュ

育業

。さ教ン

る成会ョ

政
た長務

れ
府相

調校

育
長
告
示

一
二
〇

、高北内北

校雲、岩、

海学道等道

北等海高海

函、樽校川

道校小学砂

続器て

接機い

り連つ

、

馬

校定該

、設当

しの、

協
る夫

す
関秋

に
達



４
約 審海

ウ契北

平 条 申査道

成 項 請を札

十 を 書行幌

四

示 類っ市

年

す

のた中

十 提と央

北 海

申

このか審

条アのアイ
請

入のウを

の５ら査申

の はので請

札２ま申請

定定な

地規にしの

道 公 報

３

発道経ネ過す件

開似条
一

成のが済ッ去る付

平
資行産ト３業
の競

年格う業ワ年務般

臣ク契争

北を指大ー間

海有名

道す競かス平約入

第

れ
参ず

にい
札の

入次
２

者該
るも

すに
加

号

二 出き区 場

月 先は所北

二 、３

十 審条

日

海話結７

け郵北電査西

を目

ば番道番果丁

れ便
ら育申

な号教号

金 請 庁 な
い－生－者

曜 に 涯 。

通 学－

れ期法

自にめけ
時方 方

条こな

法るとば

治よる

請

行件ろら平日く申

施

び前書

令付にな成及午

一よい

時の

昭般り。年平９類

成 和競、

か提 争２月
年ら出 年入の

午先 日 政札

成及札
令でかか月後の

び参

告る争らペ

示こ入シシ

行資

第と札スャ年履加

。にテリ度
ら績の

号関ムスか実格

るンを平を審

又すイト

す

平指テ複成有査

は
成名グ数

をレ有年る

タるまと

年停ーす度こ

に当
海さーこで。

北止

釧等資と
なこ

要る
必す

等海路養格。

等北高北
高学

校道学道西護

学海
北別、札等校

、登校中

道等海高校

海高北内学

蘭校帯養北

室学道等、

深等

高、美高

南校道北

校道等校

学海高学

等北
学海

北川護北

、旭養、

道業校道

海農

日 習知
す 北部

る

特線 札・内 道中。

海小
幌
市殊
中教－

央育

５指

西
条
３
北
区課

第あらら
平日時示 る

らよ 号のま成か）に

。でで
掲１成作 以、に年平り
成 下入
札げ月
年し 政にる
格ま月申 令参資日１た

日書 としをで３請 」加
いよ有
る曜でを ううす土ま類

道れと）

と

。に
官

告て

９い企庁

第な）公

示い
登民

にとのは

号こ業又

受業

すを事

定録間

規。

シい本

報てと

情け者

る

高北工学道

東、広護海

学道高、路

等海業校釧

、河学海高

校浦等北東

海等、釧学

北高校道等

苫校海北及

道学北路校

牧北芽等北

小、道高び

高道高校道

西海室学海

海高

川等北別

深高、紋

等、小養

高校道等

西学
等校

校海高学

学北平護

海良護北

北富養、

、道
、室

旭高校道

道野学海

目
丁
７

東学北蘭

川等

落額

開に入る

要そ号ア
額加

の札 げ金を

札掲札

の提 。

入等算 の時決 る

第るど、間出 ）すか日

者う日をし

はか曜除な

８９

価
務 札交交を

入落財格契

則 明っ 者書 規 説も

札約

業

の入
第 書て の作 付付

。類

ムとと

テこ務

スる

７

の
保和と一こ平

こ連の成 以証入

下札 金年ろの契

保 を北に調約年
含月

証 消納海よ達を８

標

等帯等、中

付道る契

高

校緑校海津

学広学北

６

、陽、道
札札に

札札

入開開入
入

道水

栄校海清

加 保参 札

学海別高

等北紋丘

高、
５

札 教行
道執
海札入

北入

に 札にし

に定 庁場
育の

た びる金

い当 及係た

お

て の費

、っ 他こ消額

て
２

規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

決成

交札

付条 定の 場方
法法効否 １ に有 方要 第

札 規 る入 の すな 項 関所

に

項海海のに 定 事北北

り

札教所る よ

道道場限
め

市庁交） 定

幌育で。

。約む９

金 費

中生付し

等る則に一日

の 税す規

のけ

付 」こ第関連付

納

す の とと

事達海

免 い。号る調北
教

、 。以項契道

除 う。
付 相の育

納 ）下約

法 額務ち員

方 当財う委

は 含則最教

等 を規、会

時金と
う
よ 証 日場日し

者
る
す

時所

北部平

同同、

海小成郵にには

送 道中

。。の

札・年にじじそ
の

市殊月る者

幌特１よ
場 中教

習日所

学び
涯及場 生所

道
階 ・海

中北８

小
部時

育市
会 教幌

号 殊札
２ 特

関の

有さ に満

室 課中
議

い金 る数

なた す端

しれ

にる

のに 件あ

者額 条が

た該 違と し当

一 入金 反き

二 札額 しは

一

入そ 、の た、

財札の

予

央涯すた た

は端 分 務

価

北習。を 定

区学る者

中者 の

条小札 格

３部落
の

丁特す 限

７・と 制

西
課内

育囲

教。 範

目殊る

との長

、 む」初育

あ
で

う約示

令 ）い契告

政 。

。に第

第 の

）係
入 の の

第る号 条 分

札 ７ ５
当ら公 び 相かの 及 に条

示 北
海 す

は積

央育日合見

条 道 る

区課

た

３）平っ

北）水、も
契

条午成

西後
月額

丁時１金

７２年約

目

及

道で税

海ま費

北日消

央

教に

る 西よ 条に ３送 北郵 区
郵
庁、

道は
目合 丁場 ７

５ 則、数 の 規 番
館便
別

効額 に 第無金
相 とを

っ

。
各るすり

す切 条当

務 以

ま 財 額

の
低

最
、
て

め 入

定 則 の

の 規 上

で

方

庁着地

育必び
札昭る

北号
習税

学費

涯消

生）

海
道
教－
育
庁



北

次 海

の平 道

と成 教

お 育

り年 庁

一 檜

般月 山

競 教

争日 育

北 海

．．

道 公 報

．

契日こここ詳

約本ののの細

の語公入入は

手及告札札、

続びの及の入

に日内び執札

お本容契行説

第

き約名所

業と契

イアイ

、関

札でだはに

落者た

る在 とる、共す

者あし

っを札企事

なか落同

号

捨税相

平て事当

成た業す
十金者る
四額で金
年）あ額
十をるを

入 局

札 告 道

に 示 教よ 第

育り ４

落 号 庁札

檜者
を 山決

教

し海

定北

育た道

い国は約は明

て通予は、書

使貨定、公に

用で調開よ

すあ達する

るり手る。

言、続。

語変の

及更停

びす止

通る等

貨こが
と有

が体を称地

た申者業務

同費当

は出共消担

者し
落こ企税す北郵電

、る

番番

札と業等る海便話

織教号号

決。体免組道

後場事の育

定の税

、合業名庁

速で者称生－－

やあ申及涯

－ かっ請び学

二もか入

月っ免札

二て税書

十落事に

日

る

格です

価者載

札業記

するこ

とあ

金

のを。

るかと

曜

、わ
で問

局

育

。教

告庁

示

田
内

長
局
育
教

山
檜

がり
有得
りる

にて書所習

。
る

得。

消、を在部北

の出中道

費そ提地小海
特幌線 等構す・札内 税
の成る

課員こ殊市

税のと教中－

事一。育央

で免３

者に北

業部課区

る業西

あ税条

日

加も
参積

に見
札、

入ず
、金
は約
者契
るた
すっ

費の
消額
税

６７

秀
幹

等

に在

般成約名所

一平契

競
海る

入北す

争年関称地

札

５
約般
契一
の競
相争
手入
方札

４
金

ら札

か落

免が丁

か者７

及
で
ま額

２３

事る

税い目

図電札らら札

落かか落
者

実カ

製決ままの

験ー書化を

ン用品定でで氏

台テ館

係の に分

類品類し名

類

る
１

課に
係機椅

に務・

札事机

落

道事北北

物類類

る器子

育を道道

公教務海海

の
庁担教檜

告

道

檜当育山教 山す庁郡
育

育組山差

教る檜江

庁 局織教町

釧

示名局陣

告の育字

路 第称企屋

教 ２及画町

し
定
決

円円円円円円を び

続
手

た

名所名所

氏住氏住氏住
館

株函株岩オ代函

名所

沢ィ取市

式館式見フ表

社西社市ス締美

会市会

成成住

日平平び

類た及
所 移カ組テ

動ー立レ年年

式テ式ビ

実ン書ほ月月

験ほ架か

等
品

か
ほか

台かほ日日

及カ用

称ッ務

名ロ事

の
量かか

数ほほ

びー机

道
海

北

号び総育

番 所務

局

地地 在課

告 ３

示

条ロ３

近桔日４プ役原

商町金西ダ高丁

藤梗浦
物８ク松目 会

丁ト

地 取代目株義番 番
締表２式雄

役

社締地社

役取番会号

川浦

相日

長

目目目目

品品品品

点点点点

檜
等

高
北目目

山品品

学
校
点点 校

一舎

二改

二

品
物

う

夫務

正

伴
に
等

築
）
入

購



４５

約海海札入

契北北入

平 条道道執

成

札 項釧教行

十 を路育の

四

示市庁場

年

す場 浦釧所

十 見路及

北 海

申査

は申審

者をアイウ

請請

かし請を

ア請申申
のの ウけ類っ

らな書行

でば提と

まれのた

道 公 報

３

格に条
た付条 平を道当し件こ

行調者一の の 成有が該

す入
競の 札 年るう達で般５

品る争２ は 北こ指物あ

。競にこ入の 、 海と名

道

第

１２

調自調納納札の

入入次

を参ず に達動達にい

札
す御要加れ 付入入 を制
作るるも

する工すすに

品機物者該 る期場 物

号

北

次 海

の平 道

と成 教

お 育

り年 庁

一 釧

般月 路

競 教

争日 育

二 ２教び 場

月 所丁育日所

二 目局時

十 １企

日

１総海議

番画北会号

号務道室

課釧－

学路北

金 校市海

管浦道

曜

時方

係２路海

理見釧北

定ら期法先は

にな出き

れ郵北査

るい審

めな、

成請ば便海結

と。平申
書な番道果

こ
ろ

な育申

に年のら号教を

提 よ

庁請 り月出い
先。－釧者 、

路に ２日の

教通 のか指

参定 方 告争関と札規 地

第札、加に 自 示入し。

に要資よ 治
法

す仕の条 施 号関求格る

査付 令 はる様審件 行 又

一

平指書
を記般 昭 成名に

和 年停載競

北止の争

品に当 事

政 海さ要入 年

等

要る

項のマ等日所必す
資と

称ニ仕なこ

名シの
等成海格。

及ン様平北
道

びグ
数セ

月水

タ入３岸

量ン年厚
産

）札
説
式書等

一明日高

入 局

札
示

告

以 第

下
号

３

。道

う海

い北

と
」

札
入

日

庁

１別育

目庁教

丁支道

号路

１）釧

番館
よ企

海に局

北送育
郵教

庁合務

育場総

教る画

道

ら示育知

釧は課

よ海企る

に平に北局す

り道画。

掲成

げ
資１成路務

る年作釧総

を９た浦学

格月し市課

すま請２管

有日申見校
１

か類目係

るで書丁理

令 道れ件札
う提番

どを

示いをあ 第 告て等で

第な満る

号こしで 。

９いたの 号

規。い入 下

にとて、 以

定る札
加 」

ると参 令

すこに 政

の前よ い

品事し と

物を

様
仕

求
要

び）校

及金学

庁

を育

）教

。
る
よ
に
書

局

。育

る教

す路

施釧

実

管

教郵校

路、学

村
木

長

税相者

アイ
局番理

育便
あ

落額て事当落で

る捨
者る者る

札をた業す札

１

算額で金とか

決加金

査け

審な

のし号

か出

開に入

財て契要そ号

っ

金 書 規札 札掲札

約 務入
則のげ

効入に の 第時 有る額 作

す ）

入明と 。

購にうう

７８９

資か第る

のら

札 と札交交

る入郵可落

付 ろ明にだ者 こ説た 便

６

よの、 よ に書しの 付

入保和

開開入以証入
保 にを北

札下札 札金年

付道 保証 消 参納海 札札

範
征

加

にし）あ額なを

定

札
入

入たし

当たをるをっ申

額っ免札者出

た金もか

てて税書はる

っ

記落と

は当落事に、こ

金価者載札。

、該札業

定だ

札額格です決た

入

するこ後し

書にとある

落

記円るかと速、

に１

に

載未のを。や

成
な札係
消 要 第い 入及る 条のお
、 に否他こ費 １て 札び

に る公等 の２ 限の税 項

定 ）に取 定規 。告の 規

る ためい よす し定扱 に

札 め格 を入 定資 者る り
定 場方 る交る郵

決

を 落

札よ法

にに方 入 。付便
札

る入

すり

関所法
場し

項海海のを

事北北
路育で者

釧教所た

道道

金 費

浦釧付再

市庁交は

る則 証 場日の 税 しす規
付 」 うこ第

納 等 よ

の と 所時金とと

以
除 う る。

免 い す。号

者

同、

納 ） にには下
、 。

付 相 同
。。の務
方 当 じじそ財

は 含 の則
等 を 者規

法 額

係平と

時
日

）

）成郵。
送

る 月
よ １

に 年
場

、わに者

さ満で問か札
費共

た端入ず消が

れの
額がに見税同

金数札、
加もの業

にあ参積等企

該とすっ課体

当る

一 金きるた税の

二 額は者契事場

三

、金者で の、は約業合

そ
の消額であ

有 札に た

端費のあっ の

る 価な とす 定し 者関 予

の 。件 の者 る条 格い す
範入反 のた違 限しに 制

札 で財入 内、た 囲札し

教る入

見路す度

は 最務

企参

目局に

丁育。札

２
号務る

１総す

番画加

１
理き

管で

校が

学と

課こ

政 。 積と
、 む 見」

係な

た。
第 の っう

令 ） もい

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る

合 日

及

前成
午平

）、 火は
月

１
時年

るて 分

ま
日

数税

か、 ５
相の 額に免そ に分 金等
を係税の
事構 当切る

則、 低規

すり課に業成

効 価第無 の

と 格

）
。

い

。

も各る
す を条

規 上
地ま 務 以
び条 財 額

費定 入
消の 則 の
方で

こ
の

着
必

に
で

税札昭め



同同同同同同同

北 海

党る
政あ政否同同同同

で別党
の 部

か 支
否 の

か

道 公 報

出 北

政が 海

あ

あ否

道

っ
治 る

選

た
資 か

挙

の
金 否

管

で
規 か

理

、
正 の

委

同
法 別

員

法 会

第

政

名所の細の こ詳

党 アイ
在及札で

札入部

入は支

契明
び説

号

員る契

平のこ約

成一とに
十部。関
四にす
年免る
十

井

松み建廣佐い作

税事

会一は繁

山な友栄古ち

倶

史や援夫し樹

丈と後

援連援治知

後隆会後修
後援

後合後

会合会連安

石伊恩北札

会

会援会

援

一市

由山藤村川幌

政自
後ち郎夫政 治党薫り一
援合語

海援子後連を

北

会

総援会後る

団道会後

会

の合
連

部会 体支会援

第
昭

名

告

７
和 佐

示 藤

条 第

法 りの
年 の

律 子２
第 号

さ１
第 と
わ項

６

ネ定 第

か規 ）

やの 号

はに
約書政

ト基 条

ッに

電達。
調る治 、よ

称地
番番続

海便話手団

北郵
育停体 教号号の

道

止 庁

なの

ど － 釧－
路

が －名 教
二事務

月業を

二者担

十が当

日

はの

き織

と組

るる

いす

金

共称

、名

曜

亀同函虻部虻

企び

同及

郡内郡

田館田）田

同同

知知

厚北七柳倶倶

郡市

区篠町４安安

別区飯町

本５南南

厚路字番町町

同

称

中条町号１１

別２

清北

市
幌

主札同同同同
北

央別石田区 た中厚白

区区区区北

北厚北清
５西西

５別郷田条条 る

の
、 項
き １
づ 第

条南２

よ

幌称 に

札名 定
の 規
そ

の 治

央次 政

中を る

市等

条り の

２お 体

南と 団

区

育あ
り 局北

得称

線 総釧。 内 画道る

企海
務路主

課市
学浦

る

係目
理丁
管２た 校見

番
１

日

免
等
税

費
消地

体在

業所

条条

書
出
申
者
業
事
税

央６

東東

丁丁 １ 条目１２ 番 ２丁

４

丁－目目

３４
目

労７

番志地

７後番

条条４２

ン
セ
祉
福

号働

目 事６丁３２－丁

西２
６目目－２

丁目丁丁１
５－

目
－

務第２－－
内－ 一
道海

の３
ル
ビル

所通ビ

る

丁す の

１表 立

東公 設

－
１。

目届

２成

南平

条
ビ年

ル

出

務
事 号

１

２月

北

政が 海

あ平 道

っ成

所 治
選資
た 挙金
の年 管の 規
で 理正
、月 委

ー
タ

す
出
提
を

尾佐市佐

支
志

後
組
教
北

石吉佐北

地
在

所

松原黒

表々

代木金

法

海

菱北
日

同 員

法日 会

第

所 昭
告

７
和
示

条 第

法の在 年
律２
第 号

１地

第
項

表 定海 第
規北代 ）

の 号

道
選
挙
管
理
委

一修義

山田田形古橋竹
岡

史稔治浩夫治一

丈憲
科古陰本

松大古山佐西

丈一真一恵敏晃

山谷谷

田木川
史栄喜夫美夫治

賢雅義英一 の
者本子井

同

名孝朗朗雄二夫

氏

由

沼岡

計
会氏伊保吉平諸

賢夫竜輝廣 任
責藤坂田

道

の名良子二一志

美 者

員
委

子理

江管

美挙
選

沼
佐

長

川員
委

氏石会

平

選 条者 に道 ６

名子成

和

項
き管氏 １

づ挙 第の 基
定
の員 規

そ委 の
、理名

等員 よ計 称委 に
名会会

次 政任 を長 る責
平 治者

と成の 団
の

員
会
告
示

一
二
四

支

島志

同同渡同同後同 届事同同同同同

所所

支

先局

出務

橋

局）

之分 務月

事康９
年

体お橋

月 立
公康５届 設

り年 の
届る）先

す之分 の出 表
。



同伊

ざ勇か忠

き木橋達

か勝

平 き人つ一

成 勲後と連

十 後援も合

四 援会後後

年 会援援

十 会会

北 海

が由こ川

出政自い小

届

後

っ主正美 治

あ民ま勝
援会 団 の札後援

た党尚

同稲

、手会

で幌

道 公 報

北

政 海 同同同同同

道治
選資
挙金
管規
理正
委法
員
会

第

同同同同同同同同

号

否同同同

二
月
二
十
日

金

曜

法区 体

たた

同主同代主

２
の部

条支 の ７合

第連
主代会

規
の

項称

１
第

名

昭

計 にた

定異

告和 せ信渡松寺

示 き田部山田

第 賢て孝

法 雄雄一つ男

年 次

律 後と後お後

号

・会援会

第 援食援後援

会
緑会

む条

育７

を第

水）

・号

政立

日深森旭旭薫市自

を会提市

本川山川川陶

を後性変言民

商市務活

ォッ

連愛援化えフネ

工
る議うート

盟す会会よ

民市ムー

見市！ラワ

岩
連会

区会の

地の民ク

沢
か

志るき関

後明か小
盟

主弘の

未民克つ

のいき
地

考政進と

を市とり

来
会く振

るつ会域

えをむ
進

会を

る興

日

所所

務務 者 事事

るる 表
名地

在在
氏 所所

のの の
田市

幌幌

川札同武札

地

事責 基る表

西北中

村市

の者 、所

き務任 者 づ動

名在氏 氏 の所の そ事の

を
等
称項地名名

と市中子

の幌

次札田金

新る
よ

に
定

規

会の
お手

萌見走別冠政

留北網登
美千新団

郡市郡市郡治

町の

平１幌歳冠体

小北
字東字４字届

町条町町
１目町事

鬼６西丁東出

岩深空旭同同同同
鹿丁

永東

沢市郡市

見川知川
条岡山鷹

市西奈旭６豊

江２通５４栖

１町井神

西－町条２条条２

条８
字３丁９７線 １

同
会

る
め

丁奈丁目丁丁

峰

郡沢市

田見唄

虻岩美
条条町

知９１延

倶市西
丁

南１１町

町東南本

安

山新区

好区区幸央

１丁

８条

手似２

次の琴信北

丁丁丁

６５３

条条西

３

ル
ビ
幌

番札

２１
目目目

手守朗

公区

り異稲律賢

平４
条
新２
町
本

す稲

表

目

成丁

動－

年４

項
月

港目条５
４地５異

町１北番－の

番

動 －地丁
目

。
る

２６１１

目井目目目号

番・番番

江
１２２９

目目

３ル 地号ビ号号 番

２－

東３

条
丁

９

地
番
４
目

増札同ル西札１

村市

幌２幌

順区区藤央

西北中

田市
似２

一の琴作北

山新区

手

日

稲裕

手
市口谷

幌
札谷神

松氏

海稲

北手洋子

内区

曽東高平笠日関藤岩渡

条西

１８条

作西後小武

目目目

丁丁丁

６８２

条
５２
－番
４

一 号

二 北

五

道本

ビル

恵ビ

一条

第２

丁

理１

管条 旧 挙２

選町

委－

会４

員目

委
員容

長
平
成

春

道賢哲正

田佐部山家
村

吉高渡佐柴

貢雄一男
治

興政賢孝和

田田部藤

藤森田木下口
悦義一夫

薫文優

信良勝武猛

蔵賀

田久田堀館

一弘勲秀雄

林辺中嶋村越花

小渡萬

子彦

智妙孝稔睦弘洋雅

井岡藤関
幸子志力彦昭

三元背

樹義聡教

繁鉄勝
子良

正玲知

上宮田古

川

同同同同同

宏至

橋

出務 月
康９届事同同

年

留網同胆日

）先局

之分

所所

支支支支

萌走振高

同同同上同同同同
所所

支
志知
後空同同

所
支

川

所所
支



倉見

工舟同横お大柏北

みやお勝地

藤橋浜か場

農

も博が繁さ雄区

ま泰

と後と民

る後く勝むと

援会明あ援も連

後援と
のむあ政

会日ゆ会に盟

北 海

木の

同自沢自同同笠や
お光

民一民か制

由田由

連援

党育党る後

主清主
道後

海る海合会

北て北

第援衆第援

道後

道 公 報

川田

渡は自同い同中村

寛や民い隆憲

辺ま由き

党後連後

八一主き之俊
後会

援後ニ志合援

後治

中会

会コ会援

会援セの

支

第

山由せ

峰峰村む村自は

直紀ま優民保

崎崎上ら

党後

樹樹美つ治主和

直

と海合鹿援

と連子正連
支

む後さ連後部会

歩合
援わ合援

世会や後会部

号

共素直

本川崎

日堀峰

平産人樹

成党連と
十宮合明
四内後日
年さ援を
十

平む力

小会ゆ治

と会拓

別

るの特

創民集

を市結

主政主代同
会

員
委

会会

六会

治 計 たたた

代主会

区

挙比挙

選院選

十会議
支

一

部第部

支区支

区例

た

会同代政主会代主

部

援
後

之
裕

部村

治 計計 た た

同同同代主代主同

会

会

ら民

く市会

紀か援

た た

同同代同政会主

議

ぶ

治計

二しく

月後会

二援

十会

日

金

曜

責 るるる 表表

た

代同主

務務務 任 者者 事事団事

ののの のの 者 所所所 体
在 氏名 氏氏 所所所 の の

岩

名地名地称地名

在在
萌か走

山苫前留お網瀬
南

田郡田郡や市戸佐

前

事 責責 るる 表表

羽小繁

所 体務務 任任 者者 団事

のの ののの のの 者者 所

地

在在 氏氏 名 氏氏 所所

旭加荻上

名名称地名名
藤野郡

由川川

村吉今自

表表

主１東

田岡藤民市

所所

務務 者者 事事

るる

在在

氏氏 所所

のの のの

虻加余林岩同

名地名地

郡郡

田山田賀市内

亀檜

表

七江ニ余岩

郡郡郡谷

者所 体務 任 者団事 責る
地

在 氏 名 氏所 の のの の

同同立柳村笠茅

名称名
治砂

野森優原郡

山部

階

日

氏所
の の所

務 者事
る 表

狩山市
幌

猪丸札

名地
在

条

良幌保平勝４春道

中

南己字あ東雄雄

町町と
目

条平む丁

４小ゆ１

一

地

目番

丁８

３町会

修秀和党条礼慶神

地
番

楽 北
目ひ

平明明海丁一博町

院号野

議１り

衆右じ

道
一丁

第３

区条

例１

比南

差セ昭市尚内

部１

支目

二大秀字

町町コ町町

飯

町住

川緑字川清

大字町

丁－

丁２藤４７

８丘近

目番

目１ 地－ －
町

徳茂連原

号
２

２番 ４

会軒

援四

子夫後賢字

合

町

一廣北
区

久央

１
の
地
番

通
大
宝
日

目
丁
８
西
条
１

谷走

坪苫九留岡網渡小

田郡谷郡し市辺川

前萌
勝平か４紀寿

羽小げ南
と西男男

町町つ条

昭幌

２
の

３小あ１

夫南己字

川川

柴川横自上竹笠上
東

田口谷民郡内木郡

由

楽

敏常利党瑛ツ神

主美

人吉海幸子薫町

北町ギ

雄

道町

市内

亀檜虻高余沼岩同

郡郡郡木郡佐郡

田山田
差セ文市内

七江ニ余岩
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康 釧同

）先局

之分出務 月

支支

島知走路

同渡空網

所所所所

支支

届事

年
）先局

分出務 月



２

所官

指指平契察

アイ警

に在

名名成約名

競競
９す性

争争年関称地男

北北用

札札月る）

入入

事 の

北 海

契

アイ

落平落落

約 札成札氏住札

の 者金 を

相 決年の名所額

手 氏 定

方

及株札を 円 し月名

た

道 公 報

１

成察落警警警

の平警

次

官札察察察

と
お
り年に官官官

男係 指

性性性

名月性る男男男

）物 競
争日用品）））

第

海
北

当自

道 該政由

警 政民

察 党 治主

本 団党

部 本 体本

告 を部

示 支

第 部部

号

北

政
道

海

治
選資

平挙金
成管規
十理正
四委法

年員

十会

を道道ワ

公日務海海冬

察幌シ

け担警札イ

示付

部中ツ

海す本市ャ

北当
務区落

警組総央の

道る
会２者

本の部北札

察織
課西決

告称計条の

部名
第び７定

示及

住会市定

日日び式幌決

コ北手

エ区た

所社北し
続 ー

用

番
１

目
丁

４
事西

商条

服の冬冬冬

入冬等用用

称子動

に等名服帽活

札
落札び上

り落及帽

よの

者の量

札者数衣

を決

決定

と

た
し着個個 定

す道 の

号

政
る

警

の
党名

察

称）
名称

本

政自

部

昭

民 党由

二告和

月示

二第年

十法

日律
号第

）
号

金

６
第

曜

所丁

条

在目

ン 海ボ 北ズ 。

号
３

地 号

警
道

察
本

の主

原
上

長
部本

告

旭 支

党

示

主域有

称
名

部 の

支

部川

第

る単
たを

日

党
政

る
よ

に
定

規
の

項
１

の
部

支

アイ

警落平落落

察札成札氏住札

者金 官を
決年の名所額

氏

３

男定

官札

指平契察落

アイ警

に在に

名成約名所

競

す性る

争年関称地男係

男
都
美

入９

契指

アイ

平落落

約名 成札氏住札

の競 者金

相争 年の名所額

手入 氏

が設
域て
区し
動と
活位

以ら
１け

札

市支落警落

のる
上れ

決

村でに官を

町部札察

又あ係

っ
あ

が
出

届

はるる男定

で成
の平
た

、
同年
法
第月

及株札

性し月名円

）た
冬住会市

用日日び式幌

服ヨ区

動丸央

活所社中
条

内１
池南

西
２

北用品

札月る）物

丁 着

事北 の

道活の

公日務海海冬等

け担警札動名

示付を道
本市の及

北当察幌服称
札数

道る部中落び

海す
察織務区者量

警組総央

部名会２決

本の部北の

告称計条定

及株札を

月名円方札
し

住会市定

日び式幌決
続

ー区手

ジ央た

所社中
西
ク条

ッ５
ベ北

否品）た

選か物性し

丁

区か等用日

挙
成区別名ワ

平ののの冬
称イ

届上びャ

年及シ

先所

分支量 出 月川数ツ

）

７
定
規

の
項

１
第
２
の
条日

目

づ海

基北

に

丁

第び７

示及課西

地
番 所
在目

号
６
番
１

目

地 号 理

の管

そ挙

、選

き道着

を会

等員

称委

名

一次委

三の員

四

お
と長

之

。
る康

す
表橋

公
り



規１ 北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
警自

平 及 り 察治

成 、年び 本法

十 調 一 部施

四 般月達 告行

年 を 競 示令

十 争日す 第

北 海

５６７

契一一平契

約般般成約名所

に在 の競競

相争争年関称地

手入入９す
事北北

方札札月る 円
をの

決公日務海海

道 公 報

１２３４

札氏住札

落運落平落落

者金

札転札成

に免を

氏

係許決年の名所額

るシ定

及エ東

物スし月名

品テた

等ム日日びヌ京

第

北

次 海

の平 道

と成

アイ

警 契

お 察 約名所

り年 本 に在

一 部 関称地

般月 告 す

競 示 る

争日 第 事北北

号

約名名成

契指指平

の競競
札月

手入入９

相争争年

方札
をの

二 昭入る

月 和札物

二 に品 号

十 年参等

日

者
第る類

令す種

政加の

号に

金

以要
。必

曜

札

定告付を道道

資
下な

市

た北当察幌

しけ担警
央

続道る部中

手海す本
の部北

察織務区

警組総
西

告称計条

部名会２

本
所丁

第び７

示及課

名端所ー港

の用住イ都
リ５

及装ー芝

称末シ区

量賃ス目

数のー丁

び置
貸株

借式番
会

式
１社号

務海海入

を道道札
に 号

本市り

当察幌よ

担警札

者

組総央札

る部中落

す
会２決

の部北を

織務区

た

及課西し

称計条定

名
び７

た北

しけ

定示付

決公日
示

告
部

本
察

警

続道

手海
第

日

め道

」定海

令を北

政格

部 。本 う。察 いた警

と
第長 ）

上

在目

５

原 の
条

価
単
の
り

た
当

月
１

地 号

道

地海

在目北

所丁。

）

原
上

長
部
本
察
警

の

男 項

都 １

美 第

号

提

申資な申資申

らたア

審。審書 請請

格い格請

ののを のの先 査査類
出

４
て格

法いに及め資

年つ

小協い審

律て掲経中び

る産企業る査

第はげ済

、
当資業業組との

３

該格局等合き申 号

小 政道道平調下

資中以
企 令が税成達格
物中 要業 第行を
う滞年品件小 等

の企 指納

２

男
都
美

い締

資物の政約

資次契

れの 等

第 ず結 格 品令
にた

も

成にる契

平者め
る定

必

の に資す

度なと

年要の

称

請請出名 時方 申申提
次こ

、、る

期は法はす
掲に海

成にと北

平

るり警

年げよ道

請わ本

月申行察

請 ）

か類け総

日書な部

同あの 第中要長協に。

企は行組っ時 ３小件が

は及 第業、う合て期 条

用公第、び １等適官法

法 第
同し需３設方 項
協

い格第の ７
組な適条立

号に に
又。組４際 号

合

掲格 げ
協のに資 掲
は合

の協

業証

等 特 の同 名し月保業 条

日点例協 ４組 競て１守

法 入る現検同 第合 争い

項札者在が組 ２

お能」 に昭 にでに可合

すいいなと よ和 関な

り

、でう 競年 るこて者い
律 名。複あ。 争法 指と
機こ及 札第 を写る） 入
停 へ

４ 該に 種の もめ 条 要 の

な １ す要 第 格類件当必
意 に 供複う複こ同 項 る

）サ。を 規 写 給。写と

ビて す ー 約ー得 定 サ 契

者 ののる 者 ススい る ビ

供

て、約

いは。

お格る

供

結め成

締定平

がに
道

しる
よも年

うの
とと月

すし

提ば部

らのれ務

る、日

先ら計

成出な会

平
月当。

１、い

年にな課

７該

一 日提

三 ま出

五

を る

に示

間指

のの

で先

す 業
合をる有 協

組明げ
者 合

次す業る 組
が有企

いと合で

のる組

ずきあ 以
か下も

れ。以る 下
にの 協

成 合
当業構 組
該企が 業

る合員 」
す組

止のとび

貸小 ） 参さ賃。中 号 の

業業 ３ をて事企 第 加れ

営体 に 除なを団 条 排い

で組 定 れこんの 規 さい

るに る い。い織 す てと

企 でとす 小 者こ関 中 る

契年
含 成 給

給は 未

。る

関い 被

にな 、
れ 約者

ま
又 資で 人 る） 佐 す。 保

こ 被
い は 格な

当に

。 助 下と 補 以

争

め約競

定契般

に該一

調の

約り札

契よ入

るに
一るを

るす告

係達公

に

に

争の複

競品う

般物行

し

ば成

れ作

けり

なよ

し

う
きと過 い

と」の と

な

。を ）
、う数 。

はい半

等 い法 業 な

にの）占

２

協 こ律
和 組 。昭 同 と

合

人

い、
て と

っ 」

あ 格

で 資

ビ

にはー

札類サ

入種写
ス

参、
すにの

加



約

達調数達

調調契

アイ

する期

すをす

を達量を

品物品間

物る物

る

北 海

１ 北

次

７

海

の平入 道

と成札

資資

警

に

格

お 察 格を

り年付 本

す

有

一 部 のす

般月る 告

事

る

競 示 喪者

争日項 第 が

道 公 報

６
し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一１ の期 請申有のる

書期効般の 有間 し請効
効の よ

間争に 期更

う類間期競

とを及

第

企

再次行格再

をアイウ

小有業 申申 のう資中を

とを企す組 請請

いこ格

又

のの れが有業る合

ず

協では 事方 かです等者

にきる

号

格

イ資
５

平審 提
成査 出
十

の 先

四
再

の

年所

十

囲が

の等の

等品等

在申

称名様成内有

名の仕平
でり 及称等

成。

数２平る

び年、得

量複調入月

写１達札１

定明か１

サ式予説日年

ビ１数書ら月

ーの
ス月量に平

失２入

に札
号 規

る
す下

定以

にい

件と

要」

格札

資入

び間は入新定

当。

該う

のる

る出当、札め

す提
はな期格落契

者し該資

の有決に

、け間を札約

のる

のば更す定係

４れ
な新る

続認まの

のら手と日も

たとあ

請いめでで

申な

同あ協法
類旨する

書。

当。の組る業

由該る者

る該の合

す当合も組

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

を相）しる

二地請

月
二
十郵電

日

号号
番番

便話

金－－

曜－

を

の当よ成日

る 供た

。年限 給り

３度 の

当

単枚月に

価

で約

び平ま契

及月日該
。期

１均
枚

た間 当

だを た

し）

の）、長

り枚し延

警

こ施道

い実海

なを北

っ部

な。本

とる察

とす

た

資
、原

は
き上

と
た長

出知、

提通。め

ののる

間

、っ期

にあ効

先が有

ら新

提か更

該日の

当た

行

のの、

先１は

出

で

得続でた者

示にわ

指

の

う合るのそ

よ、あも

はを成

す又格構

と併資

変

の渡すを

も譲有員

る

りでし

、よ者更

はにる

の

審継のも

格承そた

資
査し構

日北
幌線 札内 道

海
市
中

単予す

７
西
条
２
北
区
央

範と

）のこ

価算る

９

げ入

を限契要そ掲

量に

札 じ。書る札

乗る約開

成札額 のの て）作入金

格美

たしの及に

時 得を

則っ価

８
。
う
失男

を都

た
べの、及

落すり」て）
各

い 者て入かび

と 交札
区金、区

う 付のの札つ

定な

方定分額入分

。 決

７

作契

りる。

よめい

に
５６

札便便札交

入入郵郵入

よよ明付

保にに説 札
開

入の場

金るる書 保 札証

申
再者員

のた成

日は入

３４

請資

海札入入開

有契北入

を

行札札札

る条道執

す約

場日場

とを幌の

こ項札

２
目
丁

。示市場

に
成 納札

入平

び係

に 場す
北 加

年 入参

の者否他こる

お 額た要

計落公費

て 合をの消

い

に者に及

２ 額札告税

、

をすめ地

規 ２と定び

に

じ。入消

す 乗るる方

定
関
格 得に税

資 て札費

る
を た

第 方に札に

）

法法応単書お

じ価記け

複がの１ 第 た）載る 条

当 項 話の写、入枚 １ 電

ー海総た の 番場サ北札

でビ道価り 規 号所
交ス財額の 定

－付の務入 に

す一規複札 よ

る式則写金 り

等及付所

、札札交

証

－
北

す電関

除びに

時金免
る報す北

よ事道道

に。にる海海

。入幌察

じる項札警

同

務

、央総

は中部

札市本

央及所時所

す中所

認区

北日

所区び

場
条海海成に

２時北北平
同 西道道

丁幌察１。

７札警年じ

目市本月

中部

道 る
海

海区階

北央１日

部 北要
本 必

察 に
警 所者

察

第 警格
示 道資

告 海な
本

有 額す以

務規

警に

部号

な が条
し ）る下

違税

者 低に費

い 最件消

札 格し」 入 価反等

の の

札う 財 も入い 、 をたと

則 入、） 規 ては。 務 っ

。のサ額 定

札無の

入昭ー め

札和ビ単 た
ス価 予 金

一に 価 線額年の） 定 内

北
１海式そ 格

月道のれ

た則札れ 価

当規入ぞ 単
額月 の

り第金の ）

の
単号平 制

２会

め北部

価。１均 限

目
丁
７

。西課

い条計

な 警２札前

道北入午

察条会

務目

総丁

部７

本西場時

務る

警す

部定

課
計

会
部 ビ

ー
サ

写

課複

一ス

三の

六

効取 第 約
契

給
供

有と扱

入。 号

なる 各

効すい 条

当調 範

）以月の の

札に

びた達 囲

及下
枚務の定 で

１財り予 内

資
る

す
関

に

当規あ単数 格



平
成
十
四
年
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○ 正

成海ペ

平北

誤

道ー

誤正 年告ジ
示
行３栄栄

月第

行浜 日
号目

第

所のの細

契ここ詳

アイ

関札札、

に入入は

約名

説

るび執札

す及の入 在

事称地契行

号

札ずおし

入わな算

問加
費計

に消消合

書、、た

す等等額

載税税金

記費

二
月
二
十
日

金

曜

第
道
路

に
中

）
定

決
の

域
区

号の

に

をは、書

務約は明

次

話調開よ

担北郵電、公

す道番番達する

当海便
察続。

る警号号手る。

組

の 織本

止

の部－－停

名総

等 － 称務
及部が
有 び会北

額円

金き当１

る抜相に

、相、満

は格は未

額価
代数

費額該端

消当当の

税

請る

に価のあ

等単金が

課すのき

ると求と

係）

日

た
っ
あ
が
り

誤
り

お
と

の り

正
訂
で
の

札る 内 在課道得

所計海
幌。 線 地

市
中

とは

丁
７
西
条
２
北
区
央

業とにそ

事こき、

税る
あす数

で算端

者。加の
切

免とを

かこ額

るる金

税

る
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